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回次

第56期

第２四半期

連結累計期間

第57期

第２四半期

連結累計期間

第56期

会計期間
自　2021年４月１日

至　2021年９月30日

自　2022年４月１日

至　2022年９月30日

自　2021年４月１日

至　2022年３月31日

売上高 （千円） 3,411,538 3,477,831 7,379,840

経常利益 （千円） 168,759 218,943 387,074

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 105,429 140,802 242,678

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 105,429 140,802 242,678

純資産額 （千円） 4,662,413 4,897,563 4,799,662

総資産額 （千円） 6,813,593 7,088,158 7,079,603

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 21.79 29.10 50.16

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 20.95 27.89 48.18

自己資本比率 （％） 67.7 68.3 67.1

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 158,994 213,403 472,094

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △18,435 △8,841 △16,344

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △18,143 △53,053 △66,956

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,828,703 2,246,590 2,095,081

回次

第56期

第２四半期

連結会計期間

第57期

第２四半期

連結会計期間

会計期間
自　2021年７月１日

至　2021年９月30日

自　2022年７月１日

至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.22 17.53

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症による当社グループの事業への影響等に関しましては、引き続き今後の状況推移

を注視してまいりますが、当該感染症の収束時期やその他の状況の経過により、当社グループの財政状態、経営成績

に影響を及ぼす可能性があります。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）におけるわが国の経済環境は、資源価格上昇に

よる影響を受けつつも、新型コロナウイルス感染症（以下、感染症といいます。）の感染拡大時に感染防止の為に

設けられていた行動制限等が課せられなかったことから、個人消費等を中心に緩やかに持ち直しの動きが続く状況

で推移いたしました。

このような環境のなか、当社グループにおいて中核事業である自動車販売関連事業が属する自動車販売業界で

は、半導体等の部品の供給不足や海外における感染症に伴う工場操業停止などの複合的な要因による車両生産減産

の影響が続いていること等から、当第２四半期連結累計期間の国内新車販売台数は1,923,489台（登録車（普通自

動車）・届出車（軽自動車）の合計。前年同四半期比6.2％減）と、登録車（普通自動車）、届出車（軽自動車）

ともに、前年同四半期に比べて減少となりました。

当社グループにおけるセグメント毎の状況につきましては以下のとおりであります。

当社グループの自動車販売につきましては、主に半導体等の部品の供給不足や海外における感染症に伴うロック

ダウンなどの複合的な要因によるメーカーの車両生産減産の影響を受け、納期が長期化していること等から、当社

グループの新車受注残台数は、感染症の影響を受ける以前の2020年３月末日時点の受注残台数の2.5倍を超える台

数となる等、受注台数と販売台数が大きく乖離する状況で推移いたしました。

新車の販売台数は901台（前年同四半期比0.4％増）、中古車の販売台数は693台（前年同四半期比4.8％減。内

訳：小売台数392台（前年同四半期比6.2％増）、卸売台数301台（前年同四半期比16.2％減））となりました。中

古車販売台数は前年同四半期比で減少しましたが、小売台数の販売比率が向上いたしました。また、整備業務を行

うサービス売上も堅調に推移したこと等により売上高は3,431百万円（前年同四半期比2.1％増）となりました。

その他につきましては、生命保険・損害保険代理店業関連事業において、保険１件当たりの契約単価は前四半期

比で横ばいも、契約件数の減少や保険取扱手数料率の変化等により売上高は45百万円（前年同四半期比8.5％減）

となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は3,477百万円（前年同四半期比1.9％増）とな

り、営業利益は208百万円（前年同四半期比27.2％増）、経常利益は218百万円（前年同四半期比29.7％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は140百万円（前年同四半期比33.6％増）となりました。

このうち、売上高につきましては、自動車販売関連事業の売上高が前年同四半期に比べて増加したことによるも

のです。

営業利益、経常利益につきましては、中古車販売において、小売台数と卸売台数の販売比率の向上により利益率

が改善したことによるもの、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、上記要因に加え、前年同四半期

には機械設備の入替に伴い発生した特別損失を計上していたことによるものです。

財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は3,622百万円となり、前連結会計年度末に比べて10百万円増加いたし

ました。これは現金及び預金が151百万円、受取手形及び売掛金が17百万円それぞれ増加、商品及び製品が141百万

円、その他の流動資産が17百万円それぞれ減少したことによるものです。固定資産は3,465百万円となり、前連結

会計年度末に比べて２百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産が４百万円増加、投資その他の資産が６

百万円減少したことによるものです。

この結果、総資産は7,088百万円となり、前連結会計年度末に比べて８百万円増加いたしました。
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（負債）

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は1,831百万円となり、前連結会計年度末に比べて88百万円減少いたし

ました。これは主に買掛金が75百万円、未払法人税等が６百万円、短期借入金が４百万円それぞれ減少したことに

よるものです。固定負債は359百万円となり、前連結会計年度末に比べて１百万円減少いたしました。これはその

他の固定負債が１百万円減少したことによるものです。

この結果、負債合計は2,190百万円となり、前連結会計年度末に比べて89百万円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は4,897百万円となり、前連結会計年度末に比べて97百万円増加いた

しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益140百万円及び剰余金の配当48百万円によるものです。

また、自己資本比率は68.3％（前連結会計年度末は67.1％）となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ151百万円増加し、当四半期連結会計期間末には2,246百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は213百万円（前年同四半期は158百万円の獲

得）となりました。これは税金等調整前四半期純利益218百万円から主に減価償却費64百万円、売上債権の減少額

41百万円、棚卸資産の減少額79百万円、その他の資産の減少額18百万円、仕入債務の減少額75百万円、その他の負

債の減少額53百万円及び法人税等の支払額84百万円等を調整したものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は８百万円（前年同四半期は18百万円の使用）

となりました。これは主に貸付金の回収による収入５百万円、有形固定資産の取得による支出14百万円によるもの

です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は53百万円（前年同四半期は18百万円の使用）

となりました。これは借入金の返済による支出４百万円、配当金の支払額48百万円によるものです。

資金の流動性についての分析については、上記のとおりであります。また、当社グループの運転資金需要のうち

主なものは、棚卸資産の購入、販売費及び一般管理費等の営業費用であります。投資を目的とした資金需要は、設

備投資によるものであります。当社グループはこれらの資金需要については、内部資金及び銀行からの借入により

調達をすることとしております。このうち、借入による資金調達に関しましては、運転資金については短期借入

金、設備投資については長期借入金で調達をしております。

(3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

(6）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,920,000

計 16,920,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,840,000 4,840,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 4,840,000 4,840,000 － －

②【発行済株式】

決議年月日 2022年６月27日

付与対象者の区分及び人数
当社取締役　　　　　５名

連結子会社取締役　　１名

新株予約権の数 ※１ 193個 ※２

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数 ※１ 普通株式　19,300株

新株予約権の行使時の払込金額 ※１ １円

新株予約権の行使期間 ※１
自　2022年７月26日

至　2052年７月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額 ※１

発行価格　　　　285円

資本組入額　　　143円

新株予約権の行使の条件 ※１

当社の取締役（監査等委員である取締役も含む。）及

び連結子会社の取締役、監査役のいずれの地位をも喪

失した日の翌日から10日間以内（10日目が休日に当た

る場合には翌営業日）に限り、新株予約権を行使する

ことができるものとします。

新株予約権の譲渡に関する事項 ※１
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役

会の決議による承認を要するものとします。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ※

１
※３

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

※１　新株予約権証券の発行時（2022年７月25日）における内容を記載しております。

※２　新株予約権の数

新株予約権１個につき目的となる株式の数（以下、「付与株式数」という。）は100株とします。なお、割当

日後、当社が当社普通株式につき、株式分割（当社普通株式の株式無償割当てを含む。）又は株式併合を行う場

合、次の算式により付与株式数を調整し、調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てるものとしま

す。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×株式分割・株式併合の比率

又、上記の他、決議日後、付与株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社取締役会に

おいて合理的な範囲で付与株式数の調整を行うことができるものとします。
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※３　組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分割会

社となる場合に限る。）、株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）（以上

を総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日（吸収合併につき

吸収合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社成立の日、吸収分割につき吸収分割がそ

の効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立株式会社成立の日、株式交換につき株式交換がその効力を生ず

る日、及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同じ。）の直前において残存する新

株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社

法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権をそ

れぞれ交付することとします。ただし、以下の各号に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合

併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めることを条

件とします。

(1）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとします。

(2）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とします。

(3）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案のうえ、上記※２に準じて決定します。

(4）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に上記(3）

に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額としま

す。再編後行使価額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対象

会社の株式１株当たり１円とします。

(5）新株予約権を行使することができる期間

上記の新株予約権の行使期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記の新株

予約権の行使期間の満了日までとします。

(6）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

次に準じて決定します。

①　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じ

る場合は、これを切り上げるものとします。

②　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とします。

(7）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとしま

す。

(8）新株予約権の行使の条件

上記の新株予約権の行使の条件に準じて決定します。

(9）新株予約権の取得条項

以下の①、②、③、④又は⑤の議案につき当社株主総会で承認された場合（株主総会決議が不要の場合は、

当社取締役会決議又は会社法第416条第４項の規定に従い委任された執行役の決定がなされた場合）は、当

社取締役会が別途定める日に、新株予約権を無償で取得することができるものとします。

①　当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

②　当社が分割会社となる分割契約又は分割計画承認の議案

③　当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案

④　当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要すること

についての定めを設ける定款の変更承認の議案

⑤　新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当社の承

認を要すること又は当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を取得すること

についての定めを設ける定款の変更承認の議案

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式総

数増減数(株)

発行済株式総

数残高（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金増

減額（千円）

資本準備金残

高（千円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 4,840,000 － 211,085 － 200,496

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式

（自己株式を

除く。）の総

数に対する所

有株式数の割

合(％)

齋藤　國春 千葉県松戸市 1,163 24.03

東葛ホールディングス従業員持株会
千葉県松戸市小金きよしケ丘三丁目21番地の１

株式会社東葛ホールディングス内
303 6.26

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

（常任代理人　日本マスタートラスト信

託銀行株式会社）

東京都渋谷区恵比寿一丁目28番１号

（東京都港区浜松町二丁目11番３号）
225 4.65

損害保険ジャパン株式会社 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 225 4.65

あいおいニッセイ同和インシュアランス

サービス株式会社
東京都渋谷区恵比寿一丁目19番15号 225 4.65

稲田　麻衣子 千葉県松戸市 176 3.65

林　　未香 千葉県松戸市 166 3.43

林　　凛乃介 東京都品川区 162 3.35

林　　廉志郎 京都府京都市中京区 162 3.35

稲田　隼大 千葉県松戸市 162 3.35

稲田　凌佑 千葉県松戸市 162 3.35

計 － 3,134 64.78

（５）【大株主の状況】
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2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,836,900 48,369 －

単元未満株式 普通株式 1,400 － －

発行済株式総数 4,840,000 － －

総株主の議決権 － 48,369 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式１株が含まれております。

2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社東葛ホールディ

ングス

千葉県松戸市小金きよし

ケ丘三丁目21番地の１
1,700 － 1,700 0.03

計 － 1,700 － 1,700 0.03

②【自己株式等】

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から

2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,095,081 2,246,590

受取手形及び売掛金 ※ 966,238 ※ 984,191

商品及び製品 457,154 315,613

その他 93,514 76,216

流動資産合計 3,611,988 3,622,611

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 681,912 664,145

機械装置及び運搬具（純額） 176,975 201,721

土地 2,420,008 2,420,008

その他（純額） 15,439 12,824

有形固定資産合計 3,294,335 3,298,699

無形固定資産 2,784 2,427

投資その他の資産 170,494 164,420

固定資産合計 3,467,614 3,465,546

資産合計 7,079,603 7,088,158

負債の部

流動負債

買掛金 469,695 393,888

短期借入金 844,157 839,487

未払法人税等 71,103 64,796

賞与引当金 45,707 45,245

その他 489,006 488,058

流動負債合計 1,919,669 1,831,477

固定負債

その他 360,270 359,117

固定負債合計 360,270 359,117

負債合計 2,279,940 2,190,594

純資産の部

株主資本

資本金 211,085 211,085

資本剰余金 200,496 200,496

利益剰余金 4,339,542 4,431,962

自己株式 △673 △673

株主資本合計 4,750,450 4,842,870

新株予約権 49,212 54,693

純資産合計 4,799,662 4,897,563

負債純資産合計 7,079,603 7,088,158

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 3,411,538 3,477,831

売上原価 2,598,368 2,621,118

売上総利益 813,170 856,713

販売費及び一般管理費 ※ 648,988 ※ 647,866

営業利益 164,181 208,846

営業外収益

受取利息 290 197

受取手数料 4,614 5,375

受取保険金 － 5,468

その他 2,305 1,519

営業外収益合計 7,210 12,561

営業外費用

支払利息 2,632 2,464

その他 － 0

営業外費用合計 2,632 2,464

経常利益 168,759 218,943

特別損失

固定資産処分損 1,118 －

特別損失合計 1,118 －

税金等調整前四半期純利益 167,640 218,943

法人税等 62,211 78,141

四半期純利益 105,429 140,802

親会社株主に帰属する四半期純利益 105,429 140,802

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 105,429 140,802

四半期包括利益 105,429 140,802

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 105,429 140,802

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 167,640 218,943

減価償却費 65,864 64,108

賞与引当金の増減額（△は減少） 460 △461

株式報酬費用 5,604 5,481

受取利息及び受取配当金 △290 △197

受取保険金 － △5,468

支払利息 2,632 2,464

固定資産処分損益（△は益） 1,118 －

売上債権の増減額（△は増加） 76,146 41,282

棚卸資産の増減額（△は増加） 18,358 79,746

仕入債務の増減額（△は減少） △132,321 △75,806

その他の資産の増減額（△は増加） 39,277 18,229

その他の負債の増減額（△は減少） △7,773 △53,475

小計 236,718 294,845

利息及び配当金の受取額 24 22

保険金の受取額 － 5,468

利息の支払額 △2,626 △2,468

法人税等の支払額 △75,122 △84,464

営業活動によるキャッシュ・フロー 158,994 213,403

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,565 △14,161

貸付金の回収による収入 5,364 5,364

差入保証金の差入による支出 △2,308 △492

差入保証金の回収による収入 287 447

出資金の回収による収入 785 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,435 △8,841

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,239 △4,670

配当金の支払額 △48,382 △48,382

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,143 △53,053

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 122,415 151,508

現金及び現金同等物の期首残高 1,706,287 2,095,081

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,828,703 ※ 2,246,590

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

- 12 -

2022/11/14 15:18:15／22886006_株式会社東葛ホールディングス_第２四半期報告書



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度

を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報

告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の

適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りに関しては、前連結会計年度末の仮定から重要な変更はありませ

ん。

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

受取手形及び売掛金 844,157千円 839,487千円

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

求償権に対する再保証額 2,601千円 2,235千円

（四半期連結貸借対照表関係）

※　割賦販売によって顧客に販売した自動車にかかる割賦債権については、株式会社オリエントコーポレーションに

集金業務を委託するとともに、同社による支払保証を受けております。なお、当該割賦債権の代金回収予定額の

約束手形を同社から受領しております。当該受取手形金額は次のとおりであります。

また、株式会社オリエントコーポレーションが顧客に対して有する求償権に対し、顧客のために、当社は支払

いを再保証しています。当該再保証額は次のとおりであります。

　前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　　至　2022年９月30日）

給料及び手当 196,744千円 199,323千円

賞与引当金繰入額 23,066千円 22,178千円

減価償却費 61,399千円 59,729千円

賃借料 76,735千円 75,469千円

宣伝広告費 53,341千円 51,765千円

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 1,828,703千円 2,246,590千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 1,828,703千円 2,246,590千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

- 13 -
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（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日

定時株主総会
普通株式 48,382 10 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月27日

定時株主総会
普通株式 48,382 10 2022年３月31日 2022年６月28日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

配当金支払額

（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）
合計

自動車販売

売上高

新車販売 2,051,364 － 2,051,364

中古車販売 443,556 － 443,556

自動車整備 729,222 2,732 731,955

その他 137,195 47,466 184,662

顧客との契約から生じる収益 3,361,338 50,199 3,411,538

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 3,361,338 50,199 3,411,538

セグメント間の内部売上高又は振替高 207 79,434 79,641

計 3,361,545 129,633 3,491,179

セグメント利益 238,983 19,576 258,559

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 238,983

「その他」の区分の利益 19,576

全社費用（注） △94,377

四半期連結損益計算書の営業利益 164,181

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険代理店業

関連事業及び鈑金塗装事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

- 14 -
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（単位：千円）

報告セグメント その他

（注）
合計

自動車販売

売上高

新車販売 2,024,894 － 2,024,894

中古車販売 521,164 － 521,164

自動車整備 748,383 3,246 751,630

その他 137,466 42,675 180,142

顧客との契約から生じる収益 3,431,909 45,922 3,477,831

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 3,431,909 45,922 3,477,831

セグメント間の内部売上高又は振替高 113 84,870 84,984

計 3,432,022 130,793 3,562,815

セグメント利益 285,366 17,662 303,028

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 285,366

「その他」の区分の利益 17,662

全社費用（注） △94,182

四半期連結損益計算書の営業利益 208,846

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、生命保険・損害保険代理店業

関連事業及び鈑金塗装事業を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 21円79銭 29円10銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 105,429 140,802

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
105,429 140,802

普通株式の期中平均株式数（株） 4,838,299 4,838,299

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 20円95銭 27円89銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 193,898 210,876

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2022年11月10日

株式会社東葛ホールディングス

取締役会　御中

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　東京都中央区

指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士 木間　久幸

指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士 永利　浩史

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東葛ホ

ールディングスの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１日か

ら2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東葛ホールディングス及び連結子会社の2022年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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